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１　検討委員名簿
（1）地域医療推進会議（懇話会等）� （五十音順）

氏　名 所属等 役　職 備　考

阿部　葉子 新潟県医療ソーシャルワーカー協会 副会長

内山　　聖 新潟大学医歯学総合病院 前院長 H25.3.31迄

大西　昌之 新潟南病院 院長

岡田　　匠 新潟市歯科医師会 会長 H25.6.29から

小幡　　聡 新潟市薬剤師会 会長

片柳　憲雄 新潟市民病院 院長 H25.4.1から

金子　和子 新潟市連合婦人会 会長

河田　珪子 支え合いのしくみづくりアドバイザー

小池　哲雄 新潟市民病院 前院長 H25.3.31迄

後藤　雅博 新潟県精神科病院協会

齊藤　玲子 新潟大学医歯学総合研究科 教授

佐野　正俊 新潟市医師会 会長 会長

鈴木　榮一 新潟大学医歯学総合病院 院長 副会長 H25.4.1から

高橋勝太郎 新潟市社会福祉協議会 常務理事

登坂　邦彦 新潟市歯科医師会 前会長 H25.6.28迄

中川　恵子 新潟市訪問看護事業者連絡協議会 会長

真壁　泰子 新潟市居宅介護支援事業者連絡協議会 副会長

牧野　敦子 新潟市民生委員児童委員協議会連合会 前理事 H25.12.19迄

丸田　秋男 新潟医療福祉大学 副学長 副会長

矢田　省吾 木戸病院 名誉院長

湯田　昭子 新潟市民生委員児童委員協議会連合会 理事 H25.12.20から

吉田　俊明 済生会新潟第二病院 院長

若槻　宏子 新潟県看護協会 新潟東支部長
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（2）救急医療部会（専門部会）� （五十音順）

氏　名 所　属 役　職 備　考

伊川　　章 新潟市消防局救急課 課長

勝井　　豊 新潟市医師会 理事

津田　隆志 木戸病院 副院長

橋本　謹也 新潟市医師会 理事

藤田　一隆 新潟市医師会 副会長 部会長

樋口浩太郎 新潟医療センター　循環器内科 部長

廣瀬　保夫 新潟市民病院救命救急・循環器病・脳卒中センター センター長

本多　忠幸 新潟大学医歯学総合病院　高次救命災害治療センター 副部長

本間　　照 済生会新潟第二病院 地域医療部長兼消化器内科部長

（3）精神疾患部会（専門部会）� （五十音順）

氏　名 所　属 役　職 備　考

五十嵐恵子 白根緑ケ丘病院 精神保健福祉士

江川　　純 新潟大学超域学術院こころの発達医学分野 講師

小河原克人 新潟市民病院診療部精神科 科部長

後藤　雅博 新潟県精神科病院協会 部会長

永井　明彦 新潟市医師会 理事

中島　太一 NPO法人にいがた温もりの会 理事長

村竹　辰之 古町心療クリニック 院長

（4）在宅医療部会（専門部会）� （五十音順）

氏　名 所　属 役　職 備　考

五十嵐昭夫 新潟市医師会 理事

井上　正則 新潟市医師会在宅診療医ネットワーク 委員長

岡田　　潔 新潟市医師会 理事

國井　洋子 新潟市薬剤師会 副会長

斎川　克之 済生会新潟第二病院地域医療連携室 室長

齋藤　忠雄 齋藤内科クリニック 院長

佐藤　正枝 地域包括支援センター阿賀北 センター長

中川　恵子 新潟市訪問看護事業所連絡協議会 会長

野村　　隆 新潟市歯科医師会 理事

丸田　秋男 新潟医療福祉大学 副学長 部会長
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２　新潟市地域医療推進会議開催要綱
（開催の目的）

第１条　新潟市における地域医療体制の充実，強化に向けた独自の医療提供体制の在り方を構
築し，その実現に向けた施策や取り組みを推進するため，新潟市地域医療推進会議（以下，「推
進会議」という。）を開催する。

（所掌事務）
第２条　推進会議は，次に掲げる事項について意見を述べる。

（１）新潟市医療計画の作成に関すること。
（２）新潟市医療計画の推進状況及び評価に関すること。
（３）その他会議が必要と認めること。

（委員構成）
第３条　推進会議は，委員20人以内をもって構成する。
２　委員は，次に掲げる者のうちから構成する。

（１）　学識経験を有する者
（２）　医療関係団体機関の代表者
（３）　介護事業関係機関の代表者
（４）　関係行政機関の職員
（５）　その他市長が適当と認める者

（委員任期）
第４条　委員の任期は，２年とし，再任されることを妨げない。
２　委員を再任する場合は，通算の在任期間が６年を超えて再任することはできない。ただし，

専門知識，経験等に照らし，他の者に替えがたいと認められる者は，この限りではない。
３　関係行政機関の職員である委員の任期は当該職員にある期間とする。
４　委員に欠員が生じた場合における補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（会長及び副会長）
第５条　推進会議に会長１人及び副会長２人を置き，委員の互選によってこれを定める。
２　会長は，推進会議の進行を行う。
３　副会長は，会長が欠けたとき，又は会長に事故あるときは，その職務を代行する。

（専門部会）
第６条　推進会議は，専門的な課題等について意見を聴取するため，専門部会を開催すること

ができる。
（事務局）

第７条　推進会議の事務局は，保健衛生部保健衛生総務課において処理する。
附　　則

この要綱は，平成25年１月１日から施行する。
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３　計画策定経過

開催時期 会議名等 内　容

25年 ３月６日 地域医療推進会議
開催

①新潟市医療計画の策定について
②新潟市の現状と課題
　・救急医療
　・精神疾患
　・在宅医療

５月９日 第１回
精神疾患部会開催

①新潟市医療計画の策定について
②精神疾患分の医療計画について
③新潟市における精神科医療提供体制の現状と課題

５月14日 第１回
在宅医療部会開催

①新潟市医療計画の策定について
②在宅医療の現状と課題

５月17日 第１回
救急医療部会開催

①新潟市医療計画の策定について
②救急医療の現状と課題

６月25日 第２回
救急医療部会開催

①救急医療の現状と課題
②施策展開について

７月３日 第２回
在宅医療部会開催

①在宅医療の現状と課題
②施策について

８月８日 第２回
精神疾患部会開催

①新潟市における精神科医療提供体制の現状と課題の整理
②意見取りまとめ：『新潟市医療計画精神疾患分（案）』について

11月19日 第３回
救急医療部会開催

①目標の設定と施策の展開について
②素案について

11月26日 第３回
在宅医療部会開催

①目標の設定と施策の展開について
②素案について

12月 意見取りまとめ 新潟市医療計画素案の意見について

12月26日 地域医療推進会議
開催

新潟市医療計画「素案」について
　・総論
　・救急医療
　・精神疾患
　・在宅医療

26年 １月 意見取りまとめ 新潟市医療計画素案の意見について

２月20日 市民厚生常任委員会
報告 新潟市医療計画の策定状況報告

２月24日～
３月25日

パブリックコメント
実施 新潟市医療計画素案

75



第
６
章

４　用語説明
…　あ行　…

用　語 説　明

IT 「情報技術」。コンピューターやデータ通信に関する技術の総称。コン
ピューターやインターネットを中心とするネットワークを活用し，会社の
業務や生活に役立てるための技術。現在は，「ICT※」という用語が使われ
ることも多い。
※�ICT：情報通信技術のこと。地域連携にICTを活用することは医療の質

の向上や効率化などに効果があると考えられています。

他職種チームに
よるアウトリーチ
支援

精神科医や看護師，精神保健福祉士等の専門職がチームを組んで，必要に
応じて在宅精神障がい者の訪問支援を行うことです。現在の診療報酬制度
では，診療契約があれば訪問診療・訪問看護等による診療報酬請求ができ
ますが，未治療者や治療中断者等（治療契約等が交わされていない者）に
ついては対象外となっています。

一般病床 病院又は診療所の病床のうち，精神病床・感染症病床・結核病床・療養病
床以外の病床です。

AED 自動体外式除細動器Automated External Defibrillatorの略。心肺停止
傷病者の心電図を自動解析し，除細動（電気ショック）が必要な場合に音
声等の指示により除細動を与えることができる医療機器です。

…　か行　…

用　語 説　明

介護保険事業所 介護保険法における指定事業所です。

介護保険制度 平成12年４月から制度開始。お住まいの市町村（保険者）が制度を運営
しています。40歳になると，被保険者として介護保険に加入します。65
歳以上の方は，市町村が実施する要介護認定において介護が必要と認定さ
れた場合，いつでも介護サービスを受けることができる。また，40歳か
ら64歳までの人は，介護保険の対象となる特定疾病により介護が必要と
認定された場合は，介護サービスを受けることができます。

介護老人福祉施設 老人福祉法に規定された入所定員30人以上の特別養護老人ホーム。介護
保険法に基づいて介護保険が適用される介護サービスであり，心身の障害
で在宅生活が困難な高齢者の日常生活を介護する施設です。

介護療養病床 症状は安定しているが長期の療養が必要とされる，主に高齢者など慢性疾
患の患者のために，病院内に設けられた長期入院用のベッド。介護保険が
適用される。

かかりつけ医 なんでも相談できる上，最新の医療情報を熟知して，必要な時には専門医，
専門医療機関を紹介でき，身近で頼りになる地域医療，保健，福祉を担う
総合的な能力を有する医師のことです。

覚知 消防機関や警察が，火災や事件などを認知することです。
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用　語 説　明

緩和ケア 終末期医療に限らず，診断初期から重視すべきとされ，全人的な観点に
たって痛みの緩和などを中心に行われるケアです。

救急医療対策会議 新潟市救急医療対策会議設置要綱に基づき，新潟市における救急医療体制
の整備を促進するにあたり，有識者，関係団体と協議するため開催してい
ます。

救急告示病院 救急医療に必要な施設，医療機器を有し，救急隊により搬送される傷病者
に対し医療を行う医療機関を指し，都道府県知事が認定します。新潟市の
救急告示病院は19箇所となっています。

急性期 症状・徴候の発現が急激で，生命の危機状態にあり，経過が短い。手術に
よる症状が急激に現れ全身管理を必要とする時期のことです。

救命救急センター ICU（集中治療室），CCU（ICUの内，主に心筋梗塞患者を扱うもの）等
の高度な診療機能を有し，24時間体制で重篤患者を受け入れる医療機関
を指します。

救命救急士 厚生労働大臣の免許を受けて，医師の指示の下に，救急救命処置を行うこ
とを業とする者です。

ケアマネジャー 介護保険法において要支援・要介護認定を受けた人からの相談を受け，居
宅サービス計画（ケアプラン）を作成し，他の介護サービス事業者との連
絡，調整等を取りまとめる者です。通称ケアマネジャー。略称ケアマネ。

口腔ケア 口腔ケアの定義は，狭義には，口腔衛生の改善のためのケア（口腔清掃）。
広義として摂食・咀嚼・嚥下訓練まで含められている。現在多くが使用し
ている定義では，「口腔清掃，歯石の除去，義歯の調整・修理・手入れ，
簡単な治療などにより口腔の疾病予防・機能回復，健康の保持増進，さら
にQOL（生活の質）の向上を目指した技術」をいいます。
①「機能的口腔ケア」

口腔機能（笑う・話す・食べる・表情を作る・呼吸する）を維持・増進
させます。

②「器質的口腔ケア」
身近な歯磨きや歯垢清掃によって虫歯や歯周病（歯槽膿漏）といった一
般的な歯科疾患の予防から，口の中をきれいにすることで誤嚥により引
き起こされる肺炎（誤嚥性肺炎）や呼吸器感染症などを防ぐ目的もあり
ます。

高度救命救急
センター

救命救急センターに収容される患者のうち，特に広範囲熱傷，指肢切断，
急性中毒等の特殊疾患患者の受入を行うものです。

こころの健康
センター

精神保健福祉法により，精神保健福祉に関する総合的技術センターとし
て，都道府県及び政令指定都市に設置が義務付けられている機関です。精
神保健福祉相談や普及啓発活動，専門的研修などを行なっています。
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…　さ行　…

用　語 説　明

在宅当番医制度 風邪や腹痛などで，急に身体の具合が悪くなった方の休日等における診療
を確保するため，開業医が当番制で行う初期救急医療体制です。

在宅療養支援
診療所

地域における患者の在宅療養の提供に主たる責任を有し，厚生労働大臣が
定める施設基準に適合するものとして地方厚生（支）局に届け出ている診
療所。主な施設要件は次のとおりです。
①　当該診療所において24時間連絡を受ける体制を確保していること。
②�　当該診療所を中心として，他の医療機関，訪問看護ステーションとの
連携により24時間往診や訪問看護の提供が可能な体制を確保している
こと。
③　緊急入院の受け入れ体制を確保していること。
④�　連携する保険医療機関，訪問看護ステーションに適切に患者情報を提
供していること。など

在宅療養支援歯科
診療所

地域における患者の在宅療養の提供に関して歯科医療面からの支援に主た
る責任を有し，厚生労働大臣が定める施設基準に適合するものとして地方
厚生（支）局に届け出ている歯科診療所。主な施設要件は次のとおりです。
①�　高齢者の心身の特性，口腔機能の管理，緊急時対応等に係る適切な研
修を修了した常勤の歯科医師が１名以上配置されていること。
②　歯科衛生士が配置されていること。
③　迅速に歯科訪問診療が可能な歯科医師を配置していること。
④�　在宅医療を担う医療機関と連携を図り，必要に応じて，情報提供でき
る体制を確保していること。
⑤�　保健医療サービス及び福祉サービスとの連携調整を担当する者と連携
していることなど。

三次救急医療 救急医療体制の最後の砦として，二次救急医療体制では対応できない重篤
な救急患者に対して，高度な医療を総合的に提供している。
市内では，救命救急センター，高度救命救急センターが各１ヵ所設置され
ています。

小規模多機能型
複合サービス

小規模多機能型居宅介護と訪問看護の複数のサービスを組み合わせ，看護
と介護サービスの一体的な提供により医療ニーズの高い要介護者への支援
の充実を図ります。

初期救急医療 自ら来院し，外来の治療だけで帰宅が可能な軽症患者に対してかかりつけ
医に引き継ぐ外来診療を行います。

精神科救急医療
システム

精神障がい者の緊急時における適切な医療及び保護の機会を確保するため
の体制です。

精神科救急情報
センター

精神疾患の状態に応じ，速やかに対応できる医療機関への受け入れ調整な
どを行う機関です。

精神科ショート・
ケア

精神障がい者の地域への復帰を支援するため，社会生活機能の回復を目的
として，個々の患者の症状に応じたプログラムに従って，グループごとに
治療するものです。患者１人当たり１日につき３時間の実施を標準としま
す。
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精神科デイ・ケア 精神障がい者の地域への復帰を支援するため，社会生活機能の回復を目的と
して，個々の患者の症状に応じたプログラムに従って，グループごとに治療
するものです。患者１人当たり１日につき６時間の実施を標準とします。

精神病床 病院の病床のうち，精神疾患を有する者を入院させるためのものです。

摂食嚥下機能障害 種々の原因により食物を口腔から胃まで運ぶ運動機能が損なわれることで
す。

…　た行　…

用　語 説　明

団塊の世代 日本において，1947年（昭和22年）～1949年（昭和24年）頃の第一次
ベビーブームが起きた時期に生まれた世代。第二次世界大戦直後に生まれ
て，文化的な面や思想的な面で共通している戦後世代のことです。突出し
て人口が多いです。

地域包括ケア
システム

高齢者が住み慣れた地域でなじみの人とのつながりを大切にしながら安心
して生活を続け，ニーズに応じた住宅に居住することを基本とした上で，
生活上の安全・安心・健康を確保し，医療や介護のみならず，福祉サービ
スを含めたさまざまな生活支援サービスが日常生活の場で適切に提供でき
るような地域での体制のことです。

地域包括支援
センター

市町村が設置する地域の保健・医療・福祉の中核的機関。介護予防事業の
マネジメントや高齢者に対する総合相談支援等，地域支援事業の中の包括
的支援事業を実施する機関として設置され，予防給付に係るケアマネジメ
ントも行います。社会福祉士，保健師，主任ケアマネジャーといった専門
職が配置されています。

地域密着型
介護老人福祉施設

入居定員が30人未満の特別養護老人ホームです。

地域密着型特定
施設

介護専用型特定施設※のうち，入居定員が30人未満の施設。
※�介護専用型特定施設とは，介護保険法で定められた特定施設（有料老人
ホーム・養護老人ホーム・軽費老人ホームなど）のうち，入居者が要介
護者とその配偶者などに限られる施設です。

定期巡回・随時
対応型訪問介護・
看護サービス

重度者を始めとした要介護高齢者の在宅生活を支えるため，日中・夜間を
通じて，訪問介護と訪問看護を一体的に又はそれぞれが密接に連携しなが
ら，定期巡回訪問と随時の対応を行う「定期巡回・随時対応型訪問介護看
護」を創設（平成24年４月）。「定期巡回･随時対応型訪問介護看護」につ
いては，次の二つの類型を定義。
①�　一つの事業所で訪問介護と訪問看護のサービスを一体的に提供する
「一体型事業所」。
②�　事業所が地域の訪問看護事業所と連携をしてサービスを提供する「連
携型事業所」⇒訪問看護（居宅での療養上の世話・診療の補助）は連携
先の訪問看護事業所が提供。いずれにおいても，医師の指示に基づく看
護サービスを必要としない利用者が含まれます。
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疼痛（とうつう） ずきずき痛むこと。うずき。

ドクターカー 患者監視装置等の医療機械を搭載し，医師，看護師等が同乗し，搬送途上
へ出動する救急車です。

ドクターヘリ 救命医療用の医療機器等を装備し，救急医療の専門医及び看護師等が同乗
して救急現場等に向かい，現場等から医療機関に搬送するまでの間に患者
に救命医療を行うことのできる専用のヘリコプターのことです。

特別養護老人
ホーム

身体上または精神上に著しい障害があり常時介護を心要とするが，居宅で
これを受けることの困難な65歳以上の高齢者を養護するための施設です。
入所者の意思を尊重しながら日常生活の世話や機能訓練などのサービスを
提供します。老人福祉法に基づく老人福祉施設の一つ。介護保険法におい
ては，介護保険施設のうちの指定介護老人福祉施設にあたり，利用者は施
設と契約してサービスを受ける。ただし，虐待や遺棄などやむを得ない理
由で介護保険法の規定による入所が困難な場合は，市区町村が限定的に入
所措置を行います。

…　な行　…

用　語 説　明

新潟市急患診療
センター

初期救急医療施設。休日・夜間における風邪や腹痛などで，急に身体の具
合が悪くなった方に，応急処置を施し，かかりつけ医に引き継ぐ外来診療
を行います。本市では，８診療科目（内科・小児科・整形外科・外科・産
婦人科・眼科・耳鼻咽喉科・脳外科）が整備されています。

新潟市口腔保健
福祉センター

初期救急医療施設。休日における歯科の救急患者に応急処置を施し，かか
りつけ歯科医に引き継ぐ外来診療を行います。また，一般の歯科医療機関
では診療対応が困難な，障がいのある方やご高齢の方の口腔保健の向上を
図ることを目的として，
①　予防や治療，機能療法など総合的な歯科医療の提供
②��　地域医療連携（症状によっては，大学病院や地域の開業医への紹介）

を行なっています。

新潟市こころと
いのちの
ホットライン

健康，生活問題等の悩みを抱える市民のこころといのちを支えるため，平
日夜間や休日昼間に電話相談を受ける窓口です。

西蒲原地区休日
夜間急患センター

初期救急医療施設。休日・夜間における風邪や腹痛などで，急に身体の具
合が悪くなった方に，応急処置を施し，かかりつけ医に引き継ぐ外来診療
を行っています。

二次救急医療 初期救急医療体制の後方支援として，手術や入院治療を必要とする重症救
急患者への医療を提供しています。
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2025年問題 団塊の世代が2025年ごろまでに後期高齢者（75歳以上）となることによ
り，医療費など社会保障費の急増が懸念される問題です。平成27（2015）
年には「ベビーブーム世代」が前期高齢者（65～74歳）に到達し，その
10年後（平成37（2025）年）には高齢者人口は（約3,500万人）に達
すると推計されています。これまでの高齢化の問題は，高齢化の進展の

「速さ」の問題であったが，平成27（2015）年以降は，高齢化率の「高さ」
（＝高齢者数の多さ）が問題となる。
新潟市においては，2025年には，65歳以上の高齢者の占める割合を示す
高齢化率が30％を超えることが推計されています。
また，高齢者を支える15歳から64歳までの人口数が減少していきます。

認知症サポート医 認知症サポート医養成研修を修了し，以下の役割を担うことに同意した医
師です。地域の認知症診療や，かかりつけ医認知症対応力向上研修の企画
立案において，中心的な役割を担っています。

（１）�かかりつけ医の認知症診断等に関する相談役・アドバイザー，他の
認知症サポート医や専門医との連携体制の構築

（２）各地域医師会と地域包括支援センターとの連携づくりへの協力
（３）かかりつけ医認知症対応力向上研修の企画立案・講師

認知症疾患医療
センター

認知症に関する専門医療相談，鑑別診断，合併症・周辺症状への急性対応
を行う地域連携体制の中核となる機関です。

認知症対応型
共同生活介護

（グループホーム）

認知症（急性を除く）の高齢者に対して，共同生活住居で，家庭的な環境と
地域住民との交流の下，入浴・排せつ・食事等の介護などの日常生活上の世
話と機能訓練を行い，能力に応じ自立した日常生活を営めるようにします。

…　は行　…

用　語 説　明

パブコメ パブリックコメントの略。意見公募手続。行政機関が命令等（政令，省令
など）を制定するに当たって，事前に命令等の案を示し，その案について
広く国民から意見や情報を募集するものです。

ピア・サポート 同じような経験を持つ者による支援です。ピア（peer）とは仲間という
意味です。

病院群輪番制度 地区単位で，輪番制に参加する病院が当番日を決めて，当番日には，病院
が必要な医師，看護師等のスタッフや救急専用病床を確保して，入院や手
術を必要とされた重症患者の医療を行う制度です。

病院前救護 プレホスピタルケア。救急現場から病院などに運ばれるまでの搬送途上に
おいて，救急患者に施される応急処置や治療のことで，重症救急患者の治
療成績に大きな影響があると言われている。

VF Ventricular fibrillationの略。心室細動。致死的不整脈の一つ。心臓が小
刻みに震え，全身に血液を送り出すことができない状態です。

VT Ventricular Tachycardiaの略。心室頻拍。心室の一部から連続して起き
る刺激の影響で頻脈となる。脈が触れなければ血液を送り出すことができ
ない状態です。
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プレアルコホリズム 何らかのアルコール関連問題を有するが，離脱症状も連続飲酒（常に一定
濃度のアルコールを体の中に維持しておくために，数時間おきに一定量の
アルコールを飲み続ける状態）も経験したことがない状態です。多くの場
合，依存症に至っていない状態と考えられます。

ベビーブーム 主に特定の地域で一時的に新生児誕生率が急上昇する現象である。狭義で
は，第二次世界大戦後に起こった人口急増現象のことです。

訪問介護サービス 介護を必要とされる方のご家庭を直接訪問して食事や排泄，着替えなどの
介助と介護全般のサポートをするサービスです。また，ケアマネジャーの
立てた介護サービス計画に沿って在宅生活を送る方々の自立を支援し，介
護されるご家族の負担を軽減できるサービスを提供します。

訪問看護
ステーション

病気や障がいのある人が，住み慣れた地域や家庭で，その人らしく寮生活
を送れるように，療養生活を支援するサービスを提供する事業所。看護師
などが生活の場へ訪問し，看護ケアを提供するとともに，自立への援助を
促します。

訪問診療 在宅で療養を行っている通院が困難な患者に対して，その同意を得て，計
画的な医学管理の下に定期的に訪問して診療を行うこと。これに対し，患
者の急変時など，予定外に訪問して行う診療のことを往診と言います。

訪問薬剤指導 通院が困難な患者，利用者に対し，医師又は歯科医師の指示のもと薬剤師
が自宅や施設に訪問し，薬の正しい飲み方の説明，服用状況の確認，副作
用のチェックなどの疑問に答えながら，薬物療法が適正に実施されている
かどうかを確かめ，より質の高い在宅療養を提供するためのサービスで
す。

…　ま行　…

用　語 説　明

ものわすれ相談医 かかりつけ医認知症対応能力向上研修を修了し，認知症に関する必要な知
識を習得している医師です。認知症の早期発見・早期治療を図るため，日
常の診療において患者や家族の相談に応じる窓口となり，必要に応じて専
門医を紹介します。

…　や行　…

用　語 説　明

要介護認定 介護保険制度では，寝たきりや認知症等で常時介護を必要とする状態（要
介護状態）になった場合や，家事や身支度等の日常生活に支援が必要であ
り，特に介護予防サービスが効果的な状態（要支援状態）になった場合に，
介護サービスを受けることができる。この要介護状態や要支援状態にある
かどうか，その中でどの程度かの判定を行うのが要介護認定（要支援認定
を含む。以下同じ）であり，保険者である市町村に設置される介護認定審
査会において判定される。要介護認定は介護サービスの給付額に結びつく
ことから，その基準については全国一律に客観的に定めます。

82



第
６
章

83



84

第
６
章



85

第
６
章



86

第
６
章



87

第
６
章



88

第
６
章



89

第
６
章



90

第
６
章



91

第
６
章



92

第
６
章



93

第
６
章



94

第
６
章



95

第
６
章



96

第
６
章



97

第
６
章



98

第
６
章



99

第
６
章



100

第
６
章



101

第
６
章



102

第
６
章



103

第
６
章



104

第
６
章



105

第
６
章



106

第
６
章



107

第
６
章



108

第
６
章



109

第
６
章



110

第
６
章



111

第
６
章



112

第
６
章



113

第
６
章



114

第
６
章



115

第
６
章



116

第
６
章



117

第
６
章



118

第
６
章



119

第
６
章



120

第
６
章



121

第
６
章



122

第
６
章



123

第
６
章



124

第
６
章



125

第
６
章



126

第
６
章



127

第
６
章



128

第
６
章



129

第
６
章



130

第
６
章



131

第
６
章



132

第
６
章



133

第
６
章



134

第
６
章



135

第
６
章



136

第
６
章



137

 

 

第
６
章

02本文id8.indd   137 14/10/07   13:26
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



138

 

 

第
６
章

02本文id8.indd   138 14/10/07   13:26
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



139

 

 

第
６
章

02本文id8.indd   139 14/10/07   13:26
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック


